






その他のタイトル Physiological Aspects of Certain Pitch
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この小論は，昭和58年虔の特定研究（研究代表者林四郎教授）の援助を受け  


















またはパラトゲラム balatogramm）という。このうち特に近年盛んに用いら  
れるようになった，電極センサーを埋め込んだタイプのものを，ダイナミック  
〔79〕   










Eモ■G と略）と称する。   
EPGはこれまでに，宮脇など6名〔1975）に代来される日本語の母音，子音  
に関する基礎音声学的研究，比企など3名（Ⅰ975）に代表される言語障害者の  













印で表示）が記録されるだけでなくっ同時に第三の軸として15・62msec（1／6ヰ   
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わしいという点にも難があったと思われる。   
そこで′ト論の筆者は前述の実験目的に照らし，コンピュータを用いて当該言  
語音の特徴を巨視的観点からメタン化して眺めることができるように囲2の三  









りも優勢であることが一日折然になる。もっとも厳密には，縦軸に表示される   
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囲ヰ「渦巻きメタン」電極配置図  固5 r前後メタン」電極配置図   
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持続時間と横軸に表示される接触面積の優劣は，別個に検討ナべき性質のもの  
であり，分けても横軸上の拡がりは当該単音の優勢性を判定する際に払 多く  
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囲6一肘 タカ1のta   









㊤¢㊥（㊤倫㊥（㊤㊤㊥   
㊤ 
■ 
｝ †・  ●  ④  
①芸㊤去㊥去㊤・竃㊥  
・。ノ  r・  




















ら硬口蓋青までをカバーするに過ぎない。但し母音や一部の子音とのワタリ音   
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以上の結果から判断ナる限りでは，上に仮定した強型と弱型の対立は，表2  
の全ての資料にわたって鼻我々の内省と良く一致することが確かめられたこと  




される結果軌 みごとに裏切られている。例えば図16に示した「肩」のトa］   
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表3 第2音節のアクセント  
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との偏りを報告したという点では共通するものであろう。   
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そこで吹払 内省とのギヤップを探ることになるのだが，此処では敢えて実  
在する語彙のみに対象を限定することとする。その理由乱 そもそも日本語  
（東京方言）におけるアクセントの観察に際してっ 上に指摘した舌一口蓋の接  
触状偉が非示差的レベルにあるということである。換言すれば，仮令故意に  
kalta（肩）のトa］を弱型にして調音しても，音調が啓○という姿を保存して   
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図14 サノ、1のSa  
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定した。   
図23では第1音節の［ta］が相対的に見て強型であると読み取れるので，こ   
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表ヰ 第1音節と第三音節のアクセント  
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の結果は囲3，6の「多寡」，図9，11，13などと一向に矛盾しない。なおこの  
関係は，いわゆるツメル音を伴った語彙に対しても成立することが，図25など  
から明かとなる。   
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る。これに対する答えが図27～29である。   
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ら，ここでは暫定的に次のような解釈を与えておく。   





型中の強型ということになる。   
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【41このため，図16などに見られる事実は，ただでさえ「特別」な第Ⅰ音蔀  















定されるHL（即ち，第1音節にHを配当する点）等々の一粒言語学的観点   
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固29 ハナ1のna  
や，言い誤り，失語症などをはじめとする応用言語学的観点からどう受けとめ  
て行くべきかは，今後の課題である。   





が前舌面 個の左側）に接触点が集中しているのに対し，後者では復古面（図  
の右側）に接触点が集中している模様がありありと見える。そこでこの点に注  
目して，日本語（東京方言）で用いられている典型的な子音のうちから，前節  
●．■・■ ■ ■ ● ●t●・・  
■・・暮・■・・■■・・■  
事－・■・■・▲」ll●・■  
■ ▼ ヽ ■・■・一 ■」■・－ ■  
●・▲ ■■・・・■t・・■  
■■ ■1・・・▲ ■1l・・■  
■ ▼ ▼ ■・■・■】■」■・・■  
■・・●・・・・●十・・●  
■－・●・・・▲・■・・t  
暮‖■ ▼ ◆ ●」■・■・● 一 事書・－ －■ ■  
■■ ・・暮・・・←・■■・■・■－  
■■t・・■■r・－・■●・・・■●  
■■・・・t＝●・ ・・■■・・・暮■  
：■▲・・・事■・・■・事」l・・・■■  
事■・・・＊■†－ － ▼ ■●・・・■t  
■t・・－■●一 ■ 一 ■■・・・tt  
囲30［ta］  
・・・・・・・・・，事  
l－ － ▲ －・・・一 ■ ▼・・・・・・・●嶋【  
■・・●・・十・T■ ■・▲・・・■ ■ ●■  
■・・事・・・・■：●・・●・●  
●・・●－ ◆ －・■■【・＋・■・・・－ ■ ■【●  
■・・■・・・・t t・■■－ － ■ －・■●  
■・・■・・・・■霊・－暮・・■・▲1■   
liO ■一書■・暮暮．■・・事暮‥暮  
t●■■・攣■l■■●▲●■一 ■▼  
■■一書・■■■■●●■■■ ■■  
1■■■・書■■■●・●■■・●  
＝＝＝t●▲ ■■・・●  
事■■● ▲ ● ■ ■ 暮■・■■▲ ● ■  
・・●■・●・●■・・▲■◆・■  
lTl  
100  城生倍太郎  
囲32［sa］  
囲33［za］  
図34［也aj   
エレクトロ・パラトグラフイ一による音声研究  10l   
・・．．■ ■ ● ◆l－l．▲．⊆I．，tlコIt ノ．11盲Il】l弓；コ：：；．  
】50 ・・・  
■■■  
・■ ■  
■ ■■  




■● － ■ ■◆ t ●・・■事… … ■★■・・■  
●●事▲ ■■■■＝■一 ▼■●・■ 一・■■・・●  
■▲事■■■■■■・■■一 ▼■・一・－■l■・■■  
■■■■■■■暮■・■●■ ●●■－ ■■■■・・■  
■」…■■▲▲●－●■■ ■●■■ ■■「▲●◆ ●■  
■ ■t● ■l●●ヽ ●、● ■ ■ ■ ●■ ■・●●■ － 、■  
■■暮＝＝1■暮 ■ ■ ■▲■・●■■ ■ ■ ■  
■■■■■■■●■・■■一 ▼■■■ － ■■■、t ■  
■▲■■書…＝∵■・・暮■・1■暮■・t ■  
t■■十 ■「■●■● ▲ ■■ ■ t ■ ● ●・・■■・▼ ■  
■■■ ■ 暮■・●■ ◆ ■ ■● ■ ■・●・・◆ ■▼ ▼ ■  
●●■ ▲ ■◆ ● ● －・■■  
■●－ ▲ ■●■ ← ■・■■  
事暮■ ■ ■■■・・■■●  
■●－・■■■ ● 一●★■  
■■・－ ■．●一・■ ■1■●  
暮亡＋・◆ ▲■● ■ ▼ ■■■  
■∵■・・■■■・・■「■■  
■巨■ ■ ■ 事■▲・－ ■ ■■  
▲■卜l▲ ■ ■ ■・■ ■ ■事  
■－ － ▼l■  
■■・■】■  
■卜・tl■ ■  
■一 ■ ■■  
●▲ －・－・暮■  
暮■・■・・■■  
暮■ － ■・・■■  
1＝●・■ ■ ■1●■  
事イl・● ●■■■  
■■■ ■ ■暮tt  
●■ ■ ■ ■■■■  
■●・一・■「tt  
■●－ ■・■■‖■  
】■■■ ■ ■ ■ t‖■  




■・・一■・l● ヽ ■ ● ■■  
■・t ■■■ ◆ ■ ■ ヽ ヽ ▲  
囲37［丹］  






l■暮－・■【tl● －  
■ ■事■ ● ■「●・▼  
■ ■事■・●■・・  
】■t■  
暮■  







図11［瓜］   
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に述べた実験条件を満足するものに絞って，［ta，da，Sa，Za，tSa，dza，na，P．  
軋執鴫叫 乳 丸 軸．如り の計16種の苦節を観姦したところ，次の  
ような結果が得られた（囲30【】45）  
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当）までで，大多数の音韻の識別に有意差が得られる見通しが立ったので，今  
後はより多くのデータを集めて，一般論化の方向へ持って行きたいと考えてい  
る。   
なお，この作業を進めているうちに，破擦昔だけが特別な傾向性を示してい  
ることに気付いた。即ち，他の多くの場合，無声子音の方が，対応の有声子音  









今の筆者に吼 R．Jakobsonらがソナグラムから音韻を同定する原理を模索し  
たのにも似た，－1種の興奮がみなぎっている。  Ⅰ984年7月4日  
【註】  




（幻 吉沢典男（1982）による。  
（即 後述の「間接法」に対して，直接法と言う。  
（4）ネウストゥブニー（1966），杉藤（1972，柑80，1982）など。   
く占）表2，3の資料もこの考えによって選んである。従って表3の【sa】に敢えてha  
Salとha「saという例を入れなかった。  
（6）口頭発表の際に松本克己教授より御指摘頂いたことによる。   
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